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和文抄録：現在、我が国ではMilitarySocialWorkの実践は十分には認められないが、
米国においてはかねてよりその実践が展開されており、近年では大学院教育において
MilitarySocialWorkerの養成も進んでいる。そこで本稿では、MilitarySocialWork
の概要とMilitarySocialWorkerの養成課程、ならびにそれらを構成する事項の一つと
してのMilitaryCultureについて、各種の先行研究ならびにMilitarySocialWorkerの
養成を進めている教育機関におけるカリキュラム・資料を参考に考察を進めた。
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はじめに
ソーシャルワーク実践の対象領域は、その歴史的変遷において社会変動・時代背景等の影響に
より、従来の対象領域にとどまることなく拡大ならびに深化しつつある。
また、現代社会では生活の多様化・複雑化の影響もあり、様々な生活場面において、ソーシャ
ルワーク実践の専門的視点・技術に基づく支援の必要性が高まっている。
例えば、我が国の戦後のソーシャルワークの歴史に目を向けても、かつてはソーシャルワーク
専門職の資格の一つである社会福祉士の活動が充分ではなかった領域(例小・中学校等の教育
現場・刑務所・検察庁等)においても、近年、その活動がより活発に展開されており、そこでは
我が国の実情に即したソーシャルワーク実践が榊築されつつある。
また、今後の我が国においてさらに進行が考えられる少子高齢社会、家族形態およびその機能
の変化、ならびに労働環境・経済状況の変化や国際情勢等が人々の生活に与える影響を考慮する
と、ソーシャルワーク実践の対象領域について、さらなる拡大が予測される。
そこで本研究では、現時点で我が国においては十分にソーシャルワーク実践が展開されていな
い対象領域について､これまで多様な社会変動に直面した歴史を持つアメリカ合衆国(以下､米国）
でのソーシャルワーク実践の対象領域を参考に考察を進めることとした。
なお、参考にする指標としては、ＮASW(全米ソーシャルワーカー協会)のWebページにて示さ
れていた「SocialWbrkProfession｣注'）を参考とし、その中でも、我が国において新たなソー シャ
ルワー ク実践の対象として検証が必要と考えられるいくつかの領域の内、特に「MilitaIySocial
Wbrk」に着目した。
MilitarySocialWOrkを研究対象とする本研究の主眼は、米国におけるMilitarySocialWbIkの実
践内容等を基盤に、我が国におけるその展開の可能性について考察を進めることであるが、我が
国においてはMilitarySocialWOrkに関する先行研究が十分にみられない点を考慮し、先ず本稿で
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MilitarySocialWorkerの養成課程とMilitaryCultureに関する一考察４５
Iま、米国におけるMilitarySocialWbrkに関わる専門職としての「MilitarySocialWOrker」の養成課
程を有する教育機関の状況の把握と、養成課程に関する資料について集約を行うとともに、それ
らの中から導き出された、MilitarySocialWOrkの実践過程を構成する事項の一つである「MilitaIy
Culture」の重要性に着目しその整理を進め、今後の研究の布石としたい。
1．MiIitarySociaIWorkの概要
NASＷ発行の『WhatSocialWO1kersDo』（和訳『ソー シャルワー カー の役割と機能一アメリカ
のソーシャルワーカーの現状一』)では、
「軍隊社会は､あたかも全ソーシャルワーク実践分野の縮図であって､軍隊ソーシャルワーカー
は軍属家族政策、児童福祉、保健ケア、虐待内容、精神衛生、人実の本国送還、または人道的救
援など様々な領域に介入する。軍隊ソーシャルワーカーが対象とする大半の人々は、軍隊任務に
ついている人とその家族、退役軍人とその家族で適格者、あるいは一般人であって軍隊の特別援
助に適応する人々 である｡」（Garbaer＆Mcnelis;1995中村優一監訳;1999）
とされている。
また、米国の各軍のWebペー ジ注2)ではMilitarySocialWbrkについて、その活動を紹介しており、
主として可戦闘行動に伴うストレスへの対応・メンタルヘルス(BehavioralHealthCare）・医療・
薬物乱用・家族支援(家庭内および家族成員が抱える課題への対応)等について、ソーシャルワー
カー が対応することが示されており、その対象者としてはServiceMember(以下、ＳＭとする。軍
隊に属する兵士本人を表す)だけでなくその家族も含むとされる。
また、MilitarySocialWOrkは上記の通り、その時点でMilitaryに所属するＳＭとその家族を対象
とするが、それだけでなく現役中の活動により、様々な障害・疾病に直面することとなった退役
者とその家族に対する医療機関ならびに関係機関における支援活動およびホームレスとなった退
役者への支援活動等も含まれており、いわゆる「基地(Base)」における支援活動にとどまらず、
ＳＭと退役者そしてその家族が生活を営む各コミュニティにおいても、その活動が展開している
と言えよう。
これらのことからMilitarySocialWbrkは、生活の営みの過程において「Military」という「組織」
｢環境」と密接な関係を有しているまたは有していた人々を対象とするSocialWOrkであり、それ
は広義の解釈としては「現在または過去に、その生活基盤についてMilitaryと密接な関連を有し
ている、または有していた人々(以下、対象者とし、ＳＭとその家族ならびに単身者そして退役者
も含む)に対し、その職業ならびに生活環境上の特性から派生する様々な生活上の課題への対応
について、ソーシャルワーク専門職が保有すべき専門的知識・技術を用い、関係機関および専門
職(保健・医療・福祉・教育・司法・労働等)ならびに軍隊における各部署・関係者と密接な連携
をとりながら、様々な年齢・ライフサイクルの段階にある対象者の「生老病死」にかかわる生活
上の課題について、国内外の様々な状況により左右される、軍隊と社会との関係‘性ならびに軍隊
に特有の文化に留意しながら、直接的・間接的な支援を展開する｡」
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と整理することができよう。
一方、我が国は厳密には、これまで述べてきたような米国等における「Military」としての組
織を保有していないとされている。
しかしながら、「MilitaIy」の役割の一つに着目した場合、それがいわゆる国防に関わる集団と
した場合、我が国では「自衛隊」がそれに該当すると言えよう。
自衛隊は、平成４年の「国際連合平和維持活動等に対する協力に関する法律」の発令以降、多
岐にわたる国外での活動が展開されており、さらには2011年３月の東日本大震災における救助活
動など、その活動に関わる隊員が直面するリスクは高いものといえ、それは隊員の身体的・心理
的・社会的側面に対し様々な影響を与えると考えられる。
またそれは、そのようなリスクの高い任務に従事する隊員と同じ生活空間において暮らしを営
む彼らの家族に対しても様々な影響を与える可能性も否定できない。
現在、陸海空各自衛隊においては、部内相談員・部内カウンセラーさらに臨床心理士等が配置
され隊員のサポートにあたっているが､現時点ではソーシャルワーク専門職の配腫はみられない。
また、家族についても「平素」・「派遣時」それぞれにおいて特徴のある支援活動が展開されて
おり注3)、今後も更なる充実が期待されると言えよう。
そのため、上記に示したようなMilitarySocialWOrkの活動については、防衛省・自衛隊関係者
だけでなく、ソーシャルワーク専門職をはじめとする様々な対人援助専門職ならびにそれに関連
する研究者についても、さらなる関心と理解が求められるところと言えよう。
そこで、次項においてはMilitarySocialWbrkについて更なる理解を深めるためにも、Military
SocialWOrkerの養成課程の状況に着目し、その整理を行う。
２．南カリフオルニア大学におけるMilitarySocialWorkerの養成課程
本項では、アメリカにおけるMilitaIySocialWbrkerの養成課程を有する複数の大学の中でも南
カリフォルニア大学(UniversityofSouthemCalifbmia以下､USC)のSchoolofSocialWbrkにおける、
MilitarySocialWOrkerの養成課程の全体像に着目し、どのような体系により講義等が進められて
いるかについて全体像の整理を行う。
USCは、米国におけるMilitarySocialWOrker養成に関わる教育指針(『AdvancedSocialWOrk
PracticeinMilitarySocialWbrk』)について､ＣＳＷＥ(CouncilonSocialWbrkEducation米国ソーシャ
ルワーク教育協議会)とともにその作成に大きな役割を果たした教育機関である。
USCのSchoolofSocialWOrkは1920年に設立されており、大別するとMasterofSocialWOrk(大学
院修士課程Ｍ,S､Ｗ）とDoctorofPhilosophy(大学院博士課程ＰｈＤ.)により構成されている。
さらに、米国内でも初めてのプログラムである、国内外において受講が可能な全てがWebベー
スのソーシャルワークの修士課程プログラム（ＭＳＷ＠USC)が設置されており、様々な先駆的な
試みが展開されている。
その一つとしての、MilitarySocialWOrkerの養成については、Ｍ､S､Ｗの以下のようなコー ス体
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系の一つとして位置づけられている。、
ＭＳＷは主専攻(Concentrations)としての、①Work＆Ｌｉ企、②MentalHealth、③Health、④COPA
(CommunityOrganization,PlamingandAdministration)､⑤FamilyandChildrenが、そして副専攻(Sub
concentrations）として、(1)MilitarySOcialWbrkandVeteran，sServices、(2)OlderAdults、(3)Public
ChildWelfarE､(4)SchoolSettings､(5)SystemsofRecoveryffomMentallllness､が設置されている。(2012
年７月時点）
カリキュラムの全体像注4)は非常に柔軟性に富んでおり、受講生の多くが専従の学生ではない
ことも考慮され、在学期間も２～４年間と、学生の状況に応じた履修が可能となっている。
本稿において着目するコースは、Subconcentrationsにおける(1)MilitaIySocialWbrk＆veteran,s
Services(以下、MSWVSとする）であるが、これは、2009年からスター トしたコー スであり、他
のコースと比較すると歴史は新しいといえよう。
このMSWVSはSubconcentrationsであるため、Ｍ､S､Ｗの学生は上記の①～⑤のConcenlrationsの
うちのいずれを専攻するかを決定し、その後、Subconcentrationsを選択することとなる。
MSWVSを選択した学生の多くは、MilitarySocialWbrkというソー シャルワー ク実践領域にお
ける性質上、Concentrationsとしては、②MentalHealthを専攻していることが多いとみられる。
このMSWVSでは、基本的にUSCとＣＳＷＥが協力して開発を行った『AdvancedSocialWbrk
PracticeinMilitarySocialWbrk』注s)のプログラム内容に準拠したカリキュラム編成が行われてお
り、それは、「2011ConcentrationSelectionlnformationPackage｣注6)において､以下の様
に示されている。
１．TheMilitaryasaWbrkplaceCulture
２．ManagingTYaumaandPostTTaumaticStressinMilitaIySocialWOrkandVeteransServices
３°ＣlinicalPracticewiththeMilitaryＦａｍｉｌｙ
４．FieldPracticum(fall/spring）
５．Electiveoptions
また、USCSchoolofSocialWorkは先にあげた「2011ConcentrationSelectionlnfbrmation
Package」のIntroductionにおいて、MSWVSを取り巻く状況として、
・米国国防総省(DOD)は2005年以降、繰り返された派兵が、軍人の間で発生している精神的・感
情的な問題の発生に影響を与えていることを認めている。
・イラク･アフガニスタンにおける戦争と、それに対する兵士の派遣が、これまでの状況と異なっ
ている点が認められる。
・イラク・アフガニスタンからの帰還兵の１／３に診病・PTSD等の発症が認められたこと。
．ＲAND研究所の調査結果から、全ての兵士の役１／３が生活上に様々な重要な問題(身体的・
精神的・社会的側面において)に直面する可能性があることが指摘された。（特に薬物の乱用・
自殺等について指摘している｡）
．（それらの問題に対し)対応する専門職が不足しており、さらにその養成も十分でないこと。
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・兵士とその家族に対する支援過程において、Evidence-BasedTreatmentMethodsに基づく実践展
開ならびにトレーニングが十分でないこと。
などをあげ養成課程の設圃の意義について整理している。
このような主旨のもとで、USCSchoolofSocialWbrkでは、MilitaIySocialWbrkerの養成が進め
られており、2012年５月の時点で既にMSWVSを終了した３名のMilitaIySocialWbrkerが米軍基地
に配属されている。また、他の修了生は地域におけるveteran及びMilitaryFamilyをサポー トする
機関で活動を進めており、さらに、それらの機関に所属しながらMSWVSを終了した学生も継続
して支援活動に従事しているとのことである。
以上が、USCSchoolofSocialWbrkにおけるMilitarySocialWbrker養成課程の概要であるが、上
記の１～５の分類の内、いわゆる講義科目に該当する１．２．３に着目すると、専門職養成にお
ける本養成課程の特徴が明らかになる。
例えば、「１．TheMilitalyasaWbrkplaceCulture｣注7)は、MilitarySocialWbrkの対象者を取り巻
く文化ならびに環境に関する知識の習得を図るものと言え、さらに「２．ManagingTraumaand
PostTraumaticStressinMilitarySocialWOIkandVeteransServices」と「３．ClinicalPracticewiththe
MilitaIyFamily」に関しては、主としてMilitaIySocialWbrkの対象者の直面する課題ならびにそれ
に関連する支援技術・知識の習得が目的の一つと考えられる。
特に、「１．TheMilitaryasaWbrkplaceCultuI己」において着目する「環境｣に関しては、我が
国の社会福祉士養成課程においても、ソーシャルワークの対象者の「環境」に対する視点ならび
に知識の習得は必須とされているが、「文化」に関する理解ならびに知識の習得とそれらの支援
過程における活用については検討の余地がみられる。
そこで次項においては、この「１．TheMilitaryasaWOjkplaceCulture」の中でも特に「Culture」
に着目し、Militaryという環境におけるCultureとしての「Militalyculture」について、MilitaEy
SocialWOrkの展開における位置づけについて、考察を進める。
３．MilitarySocialWorkにおけるMilitaryCulture
MilitaryCultureとは、
「(軍の)メンバーが、どのようにコミュニケーションを行い、相互作用し、,彼ら自身の経験を
理解しているかということを構築している伝統・価値観・信念・世界観の基本的枠組み」
（Coll,Weiss,＆Yarvis;２０１１；Weiss＆Coll;2011）
と言えるが、MilitarySocialWbrkの展開という視点から考えると、ＳＭの生活時間の多くを過ごし
ているまたは過ごしてきた「場」におけるCultuI巳としてのみとらえるだけではなく、その家族成
員もその影響を多く受けていることを忘れてはならない。
例えば、先に挙げたNASＷ発行の『WhatSocialWbrkersDo』（和訳『ソー シャルワー カー の役
割と機能一アメリカのソーシャルワーカーの現状一』)では、
「フイットワー ス(Whitworth,Sl984)は、軍隊の家族は少なくとも次の８つの意味で特別である
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と記している。(1)機能性、(2)別居、(3)両親の定期的不在、(4)子どもたちの適応性、(5)海外生活、
(6)ストレスとリスクの高い仕事、(7)家族のニードと軍隊機構の要求との間の葛藤、(8)権威的マネ
ジメント環境」（Garbaer＆Mcnelis；１９９５中村優一監訳;1999）
と表している。
この(1)～(8)は、MilitaIySocialWbrkにおけるＳＭおよびその家族が直面する課題と密接な関係を
有しているといえ、これらは単に軍隊に固有の業務・任務(ハイリスク。高い守秘性等)関連する
だけでなく、その背景には軍隊に特有のCultureが影響していると考えられる。
そのため、MilitarySocialWbrkに関わる専門職においては、MilitaryCultureの理解が必要不可欠
であると考えられる。
そこで、このMilitaryCultureについて理解を深めるためにも、先に挙げたUSCSchoolofSocial
Wbrkの関連機関であるCenterfbrlnnovationandResearchonVeterans＆MilitaryFamilies（以下、
CIR)注8)において使用されているMilitaIyCultureに関する講座の資料を紹介したい。
この資料は、2011年８月２８．２９日にUSCSchoolofSocialWOrkおよびCIRの主催によりカリフオ
ルニア州のリゾート地で開催されたプロジェクトにおいて使用されたものである。
それは、CIRが進めていた「ReintegrationPartnershipPmject」の一環であり、イラクでの活動を
終え米国に帰還したCalifbmiaNationalGuardのＳＭとその家族を対象としたもので、彼らが帰国後
の生活に円滑に復帰することためのサポート・プロジェクトと言える。
その中では、ＳＭと家族がともにリラックスして過ごす時間を提供するだけでなく、
｢REINTEGRATIONSKILLSTRAINING」（専門家による感情のコントロー ルやストレスに対応す
るための方法に関する講習)や、「MilitaIyCulture」に関する講習が行われた。
いずれも、ＳＭとそのパー トナー がともに受講しており、特に「MilitaryCulturE」の講習におい
ては、以下のような事項について説明がなされた。
その概要としては、
Ｉ各組織の特徴ならびに慣習等
・ＡＲＭＹ・ＡＩＲFORCE・MARINＥＳ・ＮＡｙＹ・NATIONALGUARD等の各組織の体系や特
徴等(各組織の「MOTTO」と「MISSON｣注9))および制服・階級等(イラスト・写真をも
とに解説）
・特徴的な用語等(例＝各組織により異なる呼び方等Army＝soldier・AirForce＝ＡｉＩｍａｎ
．Navy＝Sailor等）
Ⅱ利用可能な各種の社会資源
Ⅲ業務に関連し、直面する可能性のある様々な生活課題等について
（TBI・睡眠障害・自殺・悲観(配偶者の死別等）・薬物の乱用・PTSD等）
Ⅳ退役軍人管理局(DepartmentofVeteranAfYairs)について
等があげられる。
また、その資料の中では、MilitaryCulturesについて、
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「軍隊に勤務するＳＭとその家族成員は､軍隊の文化･組織的な価値だけでなく、法律(軍法)・
規準・伝統により支配され、そしてそれらは民間の同様のものとは異なります」
と表している。
つまり、上記のＩ～Ⅳでも示されているとおり、軍隊にはその業務ならびにそれに関連する組
織体系の特性等から、固有のCultureが根付いており、そのCultureの中で様々 な活動を行い、その
影響を受けながら日常生活を営むＳＭおよびその家族、そしてその影響を受けてきた退役者が直
面する課題の解決のために専門職については、古川が、
「社会福祉に直接間接に関わりを持った人びとがどのような貧困(者)観、失業(者)観、あるいは
障害(者)観を抱いてきたか、実はそれは関係者たちだけの問題ではない。そこには、それぞれの
時代や社会において受け入れられてきた価値観、観念、信念、信教、習俗、習慣、それらから導
き出されてくる思考や行動の様式など、一般に文化とよばれているものが色濃く反映されている
のである」（古川；1994）
と指摘しているように、MilitaIySocialWbrkの実践展開においても同様にMilitaⅢyCultureへの理解
なしでは、適切な支援は困難であると考えられよう。
おわりに
以上、我が国では、ソー シャルワー ク実践の対象領域として十分に認識されていないMilitary
Socialworkについて、その概要とMilitarySocialWOrkerの養成課程およびMilitaryCulturEの視点か
ら考察を進めてきたが、その根底には我が国のソーシャルワーク実践においても重要視されてい
る「EvidenceBased」の視点が強調されているとみられる。
我が国においては、「MilitaIySocialWOrk」の展開と専門職養成を喫緊の課題として取り上げる
ためには課題が山積しているが、「MilitarySocialwoIk」について分析を進めていくことにより、
関連するソーシャルワーク実践領域における活動に対しても、様々な観点から相乗効果をもたら
すのではないかと考えるものであり、今後も継続して、MilitarySocialWbrkに関する見識を高め
ていく所存である。
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注釈
注１）ＮASWのWebペー ジの「SocialworkProfbssion」のURLおよび内容は次の通りである。
URL＝http:"wwWnaswdc・org/pressmom/他atur℃s/general/Pro化ssionAsp
MentalHealthT11empy・DisasterRelief・MilitaIySocialWbrk・RumlSocialWOrk・Adoption＆FosterCare．
ChiIdWelfhlreServices・FamilyPreservationServices・HomeIessFamilyAssistance・EatingDisorders・
Genetics・HospitalSocialWOrk・CrisisIntewention・SchoolViolence・HospiceandPalliativeCare・
Dep肥ssion・InstitutionalCaIc・ChronicＰａｉｎ・OutpatientTreatment・DevelopmentDisabilities・Imemational
SocialWbrk・AdvocacybConsultingandPlaminｇ・CommunityMentalHealth・EmployeeAssistance・Private
Practice・VeteransServices・ChildAbuse＆Neglect・DomesticViolence・PoliticalDevelopment・Parent
Education・FamilyPlanning・ＨＩＶ/ＡＩＤＳ・SchoolAltemativeProgmms。，ifYicultiesinSchool・Gerontology
Services・Community-BasedServices・In-HomeServices・SemleDementiaamdAlzheimer，ｓ・Addictions
Prevention/Treatment・CriminalJustice・HousingAssistzmce・PublicWelflre・EmploymentServices
なお、上記検索結果は、2012年12月29日時点のものであり、本稿執筆時点では更新され別内容となっ
ている。
注２）米国各軍のMilitaIySociaIWbrkについては、次のWebペー ジを参照。
Ｕ,S､ＡＲＭY(http:"www､armymedicine,army､milVr2d/socialworkhtml）
Ｕ,S,NAyY(http:"www､navy､com/Ca雁ems/healthcare/clinical-care/social-workhtml）
ＵＳ・ＡＩＲFORCE(http://www､airfbrce､com/careers/detail/clinical-social-worker）
（いずれも、2013年７月１日検索）
注３）自衛隊の家族支援活動については、防衛省・自衛隊Webページにおいて、詳細が示されており、「平
素の家族支援」（http:"wwwmod,gojp/gsd”mily/normal/index・hmll)、「派遣時の家族支援」（htlp:"www・
modgojp/9s｡"family/Pko/index､html)にそれぞれ詳細が示されている。（いずれも､2013年６月８日検索）
注４）ＵＳＣＭ・Ｓ.Ｗのカリキュラムの全体像については、次のWebページを参照。
http:"sowkweb･usc,edu/mast昨social-work/msw-degrec/curTiculum（2013年１月２１日検索）
注５）『AdvancedSocialWOrkPmcticeinMilitarySocialWbrk』については、以下のWebページを参照。
http:"Wwwcswe,org/File,aspx?id=42466（2013年４月15日検索）
注６）「2011ComcentrationSelectionlnfbImationPackage」については、次のWebﾍﾟ ｼｰﾞを参照。
htlp:"Sowkweb・usc・edu/download/academic.a晩irs/Courses/concentration-selection-package－２０１１.pdf44
（2011年１０月25日検索）
注７）「TheMilitaryasaWOrkplaceCulture」の詳細は次の通りである。
１．TheMilitaryasaWOrkplaCeCultur巳
・MilitaIyculture･Rcgulatorynonnsofpersonalandfamilialcomduct･Pattemsofsocialization
oGemderroIes･Overviewofthemilitary･RoleofthemilitaryintheDeparlmentofDefbnse
・Bmnchesofservice・Militarycomposition,corevaluesandtraditions･Nomnsofmilitary
Conduct･Pattemsofsocializationandlanguage･Lifbibrservicemembers,spouses,andfhmiliesinthemilitary
・Theinte応ectioI1ofthemilitaryculturcandthesocialworkcuiture
なお､｢2.MamagingTraumaandPostTrzlumaticStressinMililaIySocialWbrkandV℃にransServices｣、｢3.Clinical
PracticewiththeMilitaryFamily｣、「4Ｊ5】ieﾉ〃”cZJb”7｣、「Electiveoptions」については、次のWebページ
を参照。
http://sowkweb､usc､edu/download/academic-afYairs/courses/concemration-selection-package-2011.pdf（2012
年１月30日検索）
注８）CenterfbrlnnovationandResearchonVetcmns＆MilitaryFamiliesは、USCSchoolofSocialWOrkでの教育
活動にも携わるともに、MilitaIySocialWOrkの啓蒙活動・現任訓練・各種調査・研究等を行っている
機関である。
注９）一例として、ＵＳ､ＡＲＭＹの「MOTTO」と「MISSON」をいかに列挙する。
ＴｈｅＭｏｔｔｏ：ＴｈｉｓＷｅ，llDefbnd
TheMission：ＴｈｅＡｍｙ，ｓｍｉｓｓｉｏｎｉｓｔｏｆｉｇｈｔａｎｄｗｉｎｏｕｒＮａｔｉｏｎ’swarsbyprovidingprompt,sustained
landdominanceacrossthefilllrangeofmilitaIyoperationsandspectrumofconHictinsupportof
combatantcommande応．
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AConsiderationonMilitarySocialWorker
TrainingCourseandMilitaryCulture
KENGOTANAKA
WhilecurrentlymilitaIysocialworkisnotMlypracticedinJapan,jthasbeendeployedin
theUnitedStatesfbraconsiderabletimenow・Furthermore，inrecentyearstherehasbeena
growthinthetraining／educationofmilitarysocialworkersinthecountIy，sgraduateschoois、
Inlightofthisbackground，thispaperdiscussesthegeneraloutlineofmilitaJysocialwork，the
trainingcoursesofmilitarysocialworkers，andthemilitaIycultureasoneofthｅｉｔｅｍｓｗｈｉｃｈ
ｍａｋｅｕｐｔｈｅｐｒｅｖｉｏｕｓｔｗoitemsbyrefbrringtovarlousearlierresearchesandthecurriculum
a､dinfbrmationofthemilitarysocialworkertrainingcoursesimplementedateducational
institutions．
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